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２．療養の給付の対象とする歯科矯正の適応症の拡大 

 

歯科矯正治療に係る療養の給付の対象となる先天性疾患等の範囲を拡

大する。 

 

 

 

 

 

 

 していること 

３ 常勤歯科医師が１名以上勤務し

ていること 

現 行 改定案 

［療養の給付の対象とする適応症］ 

・唇顎口蓋裂
しんがくこうがいれつ

に起因した咬合異常 

・顎離断
がくりだん

等の手術を必要とする顎変 

形症 

・以下の疾患に起因する咬合異常 

ゴールデンハー症候群(鰓弓異常症 

を含む。)、鎖骨・頭蓋異形成症、クル

ーゾン症候群、トリーチャーコリンズ

症候群、ピエールロバン症候群、ダウ

ン症候群、ラッセルシルバー症候群、

ターナー症候群、ベックウィズ・ウィ

ードマン症候群、尖頭合指症、ロンベ

ルグ症候群、先天性ミオパチー、顔面

半側肥大症、エリス・ヴァン・クレベ

ルド症候群、軟骨形成不全症、外胚葉

異形成症、神経線維腫症、基底細胞母

斑症候群、ヌーナン症候群、マルファ

ン症候群、プラダーウィリー症候群、

顔面裂 

［療養の給付の対象とする適応症］ 

・唇顎口蓋裂
しんがくこうがいれつ

に起因した咬合異常 

・顎離断
がくりだん

等の手術を必要とする顎変 

形症 

・以下の疾患に起因する咬合異常 

ゴールデンハー症候群(鰓弓異常症を

含む。)、鎖骨・頭蓋異形成症、クルー

ゾン症候群、トリーチャーコリンズ症候

群、ピエールロバン症候群、ダウン症候

群、ラッセルシルバー症候群、ターナー

症候群、ベックウィズ・ウィードマン症

候群、尖頭合指症、ロンベルグ症候群、

先天性ミオパチー、顔面半側肥大症、エ

リス・ヴァン・クレベルド症候群、軟骨

形成不全症、外胚葉異形成症、神経線維

腫症、基底細胞母斑症候群、ヌーナン症

候群、マルファン症候群、プラダーウィ

リー症候群、顔面裂、筋ジストロフィー、

大理石骨病、色素失調症、口－顔－指症

候群、メービウス症候群、カブキ症候群、

クリッペル・トレノーネイ・ウェーバー

症候群、ウィリアムズ症候群、ビンダー

症候群、スティックラー症候群  




